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［成果情報名］Oshox24 プロモーターを利用した生育阻害が起きないストレス耐性イネの作出 

［要約］ イネの乾燥応答性遺伝子 Oshox24 のプロモーター活性は、通常生育条件下において非

常に低いが、乾燥時に強く誘導される。種子における活性も極めて低い。Oshox24 プロモーター

を用いて、ストレス耐性遺伝子を過剰発現させたイネでは、生育阻害が起きずにストレス耐性が

向上する。 
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［分類］ 研究 A 
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［背景・ねらい］ 

 イネの生産は、干ばつや塩ストレスなどの環境ストレスによって大きく阻害されるため、スト

レス耐性を強化したイネの開発が求められている。ストレス耐性遺伝子を恒常的に過剰発現させ

ると植物の生育を阻害することが多いため、通常生育条件で発現レベルが低いストレス誘導性プ

ロモーターの探索が求められていた。本研究課題では、通常生育条件で発現レベルが低いイネの

ストレス誘導性プロモーターを探索・利用し、生育阻害が見られずにストレス耐性が向上するイ

ネを作出する技術を開発する。 

 
［成果の内容・特徴］ 

1. マイクロアレイを用いた網羅的発現解析を実施すると、イネの Oshox24 遺伝子は、通常生育

条件のイネにおいて発現レベルが低い代表的な乾燥応答性遺伝子の一つとして同定される。 
2. Oshox24 遺伝子のプロモーター（以下、Oshox24 プロモーターとする）には、植物ホルモンで

あるアブシシン酸（ABA）に応答性を示すシス配列 ABRE が存在し、Oshox24 プロモーター

は ABA 応答性転写因子である AREB による発現誘導が見られる。 
3. Oshox24 プロモーターは、従来用いられてきた LIP9 プロモーター、OsNAC6 プロモーターに

比べて、通常生育条件における活性が極めて低く、穏やかな乾燥処理によって強く誘導され

る（図 1A）。 
4. 種子における Oshox24 プロモーターの活性は、LIP9 プロモーター、OsNAC6 プロモーターに

比べて非常に低い（図 1B）。 
5. Oshox24 プロモーターを利用して乾燥耐性遺伝子を発現させたイネでは、通常生育条件下にお

いて生育阻害や収量低下が見られないが、幼苗を用いた試験において乾燥、塩ストレス耐性

の向上が見られる（図 2）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 

1. イネの Oshox24 プロモーターは、恒常的に過剰発現すると生育を阻害するストレス耐性遺伝

子を利用して耐性作物を作出する際に利用できる。 
2. Oshox24 プロモーターと OsNAC6 等のストレス耐性遺伝子を利用した組換えイネが、実際の圃

場で生育阻害を起こさずにストレス耐性を強化できるかどうか、検証が必要である。 
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［具体的データ］ 

図 1 新規に単離されたイネの Oshox24 プ

ロモーターと、従来使用されてきたイネ

LIP9、OsNAC6 プロモーターの発現解析 

 
これらのプロモーターをβグルクロニダー

ゼ（GUS）レポーター遺伝子と融合してイネ

に導入した。（Ａ）地上部における GUS 活性。

未処理と乾燥 5 時間の GUS 活性を示した。

エラーバーは標準偏差。（Ｂ）種子における

GUS 活性。スケールバーは 1mm。図は

Nakashima et al. (2014) 1)より転載（Copyright 
Springer; http://link.springer.com/journal/425）。 
 

 

 

図 2 Oshox24 プロモーターを利用して乾燥耐性遺伝子の 1 種を発現させたイネ（Oshox24 プロ

モーター＋耐性遺伝子）の表現型 
 
（A）通常生育条件下における生育。（B）乾燥耐性。（C）塩ストレス耐性。実験には水耕により

2 週間育てたイネの苗を使用した。エラーバーは標準偏差、**は有意水準 1%を示す。図は

Nakashima et al. (2014) 1)より転載（Copyright Springer; http://link.springer.com/journal/425）。 
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